
は
じ
め
に

Ｅ
�
Ｂ
�
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
提
督
の
日
本
来
航
に
関
す
る
報
告
書
と
訓
令
を
紹
介
し
、

日
本
開
国
期
に
お
け
る
日
露
交
渉
と
日
魯
通
好
条
約
を
再
検
討
す
る
こ
と
が
本
報
告

の
課
題
で
す
。
従
来
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
提
督
の
日
露
交
渉
に
関
す
る
ロ
シ
ア
語
史
料

は
主
に

『

海
軍
集
録』

に
所
収
さ
れ
て
い
る

｢

日
本
と
中
国
へ
の
艦
隊
の
派
遣
に
つ

い
て
の
侍
従
武
官
長
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
伯
爵
の
上
奏
報
文

(

�)｣
(

以
下

｢

上
奏
報
文｣

と

略
記)
や
И
�
А
�
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
ー
フ
の

『

日
本
渡
航
記』

な
ど
が
主
に
利
用
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

｢

上
奏
報
文｣
に
よ
れ
ば
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
が
率
い
た
艦
隊
の
動
向
が
分
か
り
ま

す
し
、
日
露
交
渉
の
概
略
な
ど
も
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ロ
シ
ア
に
は
当
然

の
こ
と
な
が
ら

｢

上
奏
報
文｣

以
外
に
も
多
数
の
報
告
書
が
あ
り
ま
す

(

�)

。
ロ
シ
ア
側
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日
露
関
係
史
料
を
め
ぐ
る
国
際
研
究
集
会
二
〇
〇
六

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
で
は
東
ア
ジ
ア
等
に
お
け
る
史
料
収
集
事
業
の
一
環
と
し
て
、
ロ
シ
ア
連
邦
に
お
け
る
日
本
関
係
史
料
の
調
査
を
す
す
め
て
い
る
。

二
〇
〇
六
年
三
月
二
日
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
市
か
ら
ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書
館
ウ
ラ
ジ
ミ
ル
・
ソ
ボ
レ
フ
館
長
、
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ソ
コ
ロ
フ
館
長
、
サ
ン
ク
ト
ペ

テ
ル
ブ
ル
グ
国
立
大
学
ワ
ジ
ム
・
ク
リ
モ
フ
教
授
ら
を
招
き
、
日
露
関
係
史
料
を
め
ぐ
る
国
際
研
究
集
会
を
開
催
し
た
。
通
算
五
回
目
と
な
っ
た
今
回
の
研
究
集
会
は
、
日
本
学
士
院

(

共
催)

の
日
本
関

係
在
外
未
刊
行
史
料
調
査
事
業
の
一
環
と
し
て
行
な
わ
れ
た
。

研
究
集
会
で
は
、
日
本
側
か
ら
麓
慎
一
助
教
授

(

新
潟
大
学)

が
日
魯
通
好
条
約
交
渉
時
の
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
宛
訓
令
に
つ
い
て
報
告
し
、
続
い
て
ロ
シ
ア
側
か
ら
、
ソ
コ
ロ
フ
歴
史
文
書
館
長
が
文
久
二

(

一
八
六
二)

年
の
竹
内
使
節
団
応
接
に
つ
い
て
、
ソ
ボ
レ
フ
海
軍
文
書
館
長
が
中
国
海
域
艦
隊
の
リ
ハ
チ
ョ
フ
文
書
に
つ
い
て
報
告
を
行
な
っ
た
。
最
後
に
報
告
に
立
っ
た
ク
リ
モ
フ
教
授
は
、
こ
れ
ま

で
人
物
研
究
の
な
か
っ
た
駐
日
箱
館
領
事
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
に
つ
い
て
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
お
け
る
人
物
史
料
研
究
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
発
表
し
た

(

【

】
は
翻
訳
者
に
よ
る
注
記
で
あ
る)

。

い
ず
れ
の
報
告
も
、
幕
末
期
の
日
露
関
係
に
絞
り
込
ん
だ
史
料
研
究
の
成
果
で
あ
り
、
大
変
充
実
し
た
研
究
集
会
と
な
っ
た
。
以
下
に
、
こ
の
四
報
告
を
お
さ
め
る
。

最
後
に
、
本
研
究
集
会
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
ワ
ジ
ム
・
ク
リ
モ
フ
教
授
か
ら
多
大
な
る
ご
尽
力
を
た
ま
わ
っ
た
こ
と
を
付
記
し
て
謝
辞
に
か
え
た
い
。

(

東
ア
ジ
ア
Ｗ
Ｇ
／
保
谷
記)

麓

慎

一

日
露
交
渉
と
Ｅ
�
Ｂ
�
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
へ
の
訓
令
を
中
心
に

日
魯
通
好
条
約
に
つ
い
て



の
露
日
関
係
史
に
関
す
る
研
究
は
、
こ
の

｢

上
奏
報
文｣

に
依
拠
し
な
が
ら
も
ロ
シ

ア
外
務
省
外
交
史
料
館
や
ロ
シ
ア
海
軍
省
文
書
館
の
諸
史
料
と
組
み
合
わ
せ
て
プ
チ
ャ
ー

チ
ン
の
来
航
に
つ
い
て
の
諸
問
題
を
検
討
し
て
い
ま
す

(

�)

。

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
は
、
近
年
、
精
力
的
に
こ
れ
ら
の
史
料
を
収
集
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
報
告
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
が
収
集
し
た
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
関
係
の
史
料

を
紹
介
し
な
が
ら
日
本
開
国
期
の
日
露
交
渉
を
考
察
し
ま
す
。
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
と
幕

府
の
交
渉
は
、
開
港
場
問
題
、
領
土
問
題
、
通
商
問
題
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

本
報
告
で
は
こ
れ
ら
の
諸
問
題
の
関
連
に
留
意
し
て
考
察
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

検
討
を
以
下
の
手
順
で
行
い
ま
す
。
第
一
に
、
交
渉
に
よ
っ
て
締
結
さ
れ
た
日
魯
通

好
条
約
を
再
確
認
し
ま
す
。
第
二
に
、
日
魯
通
好
条
約
が
締
結
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
下
田
交
渉
を
概
括
し
ま
す
。
第
三
に
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
と
日
本
の
最
初
の
交
渉
で

あ
る
長
崎
交
渉
を
概
括
し
ま
す
。
第
四
に
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
に
与
え
ら
れ
た
訓
令
を

検
討
し
ま
す
。
最
後
に
、
こ
の
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
に
与
え
ら
れ
た
訓
令
か
ら
上
記
の
交

渉
や
日
魯
通
好
条
約
の
位
置
づ
け
を
行
い
ま
す
。

１

日
魯
通
好
条
約

江
戸
幕
府
と
ロ
シ
ア
政
府
は
、
安
政
一
年
十
二
月
二
十
一
日

[

一
八
五
五
・
一
・

二
六

(

露
暦)]

に
本
文
九
ヵ
条
と
付
録
四
ヵ
条
か
ら
な
る
日
魯
通
好
条
約
を
締
結

し
ま
し
た
。
第
一
条
は
両
国
の
懇
親
と
相
互
の
人
命
の
保
護
、
第
二
条
は
国
境
に
つ

い
て
の
合
意

(

千
島
列
島
に
関
し
て
は
エ
ト
ロ
フ
島
と
ウ
ル
ッ
プ
島
の
間
、
樺
太
に

関
し
て
は

｢

界
を
分
た
す
、
是
迄
仕
来
之
通
た
る
へ
し

(

�)｣)

、
第
三
条
は
箱
館
、
長
崎
、

下
田
の
開
港
と
薪
水
・
食
料
・
欠
乏
品
の
給
与
を
金
銭
な
い
し
は
物
品
に
よ
っ
て
行

う
規
定
、
第
四
条
は
難
破
し
た
船
や
漂
流
民
に
対
す
る
扶
助
の
規
定
、
第
五
条
は
下

田
と
箱
館
に
お
い
て
入
用
の
品
物
の
購
入
を
許
可
す
る
規
定

(

�)

、
第
六
条
は
箱
館
な
い

し
は
下
田
に
お
い
て
領
事
を
駐
在
さ
せ
る
規
定
、
第
七
条
は
事
件
の
処
理
に
つ
い
て

の
規
定
、
第
八
条
は
犯
罪
人
の
処
理
に
関
す
る
規
定

(

領
事
裁
判
権
の
了
承)

、
第

九
条
は
ロ
シ
ア
に
対
す
る
最
恵
国
待
遇
の
規
定
で
す

(

�)

。

２

下
田
交
渉

最
初
に
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の

『

維
新
史
料
綱
要』

に
依
拠
し
て
作
成
し
ま
し

た

[

下
田
交
渉
略
年
表]

を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
幕
府
と
ロ
シ

ア
政
府
は
、
既
述
の
日
魯
通
好
条
約
を
安
政
一

(

一
八
五
四)

年
十
二
月
二
十
一
日

に
締
結
し
ま
し
た
。
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
、
嘉
永
七

(

一
八
五
四)

年
十
月
十
五
日
、

下
田
に
来
航
し
ま
し
た
の
で
、
お
よ
そ
二
ヶ
月
に
亘
っ
て
下
田
で
交
渉
が
行
わ
れ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る

｢

下
田
交
渉｣

と
総
括
さ
れ
る
交
渉
で
す
。
十
一
月

四
日
に
は
地
震
が
発
生
し
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
極
め
て
困
難
な
状
況
に
立
た
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は

｢

下
田
交
渉｣

史
の
中
で
も
特
に
著
名
な
事
件
で
す
。

プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
、
地
震
発
生
の
前
日
で
あ
る
嘉
永
七
年
十
一
月
三
日
に
通
商
が

許
可
さ
れ
れ
ば
国
境
問
題
に
関
し
て
は
譲
歩
す
る
用
意
が
あ
る
、
と
日
本
側
に
伝
え

る
と
と
も
に
下
田
の
代
替
港
を
要
求
し
て
い
ま
す
。
地
震
発
生
後
は
、
船
舶
の
修
理

と
新
し
い
船
の
建
設
場
所
の
選
定
で
紛
糾
し
ま
し
た
。
十
一
月
十
三
日
の
交
渉
で
は

食
料
や
欠
乏
品
の
給
与
等
に
つ
い
て
ほ
ぼ
合
意
が
形
成
さ
れ
、
交
渉
が
進
展
し
ま
し

た
。
こ
の
日
の
交
渉
も
含
め
、
そ
の
後
は
領
事
の
駐
在
と
下
田
の
代
替
港
の
選
定
が

問
題
と
な
り
ま
し
た
。
日
魯
通
好
条
約
が
締
結
さ
れ
る
直
前
に
は
樺
太
の
国
境
問
題

が
争
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
、
下
田
の
交
渉
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
ま
す
。
日

本
側
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
領
事
の
駐
在
の
条
項
を
削
除
し
よ
う
と
し
た
。
こ

れ
に
対
し
て
領
事
の
駐
在
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
条
約
を
結
ば
な
い
こ
と
を
日

本
側
に
伝
え
た
。
こ
の
よ
う
に
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
に
と
っ
て
下
田
の
交
渉
で
最
も
困
難

だ
っ
た
の
は
領
事
の
駐
在
問
題
で
あ
っ
た
よ
う
で
す

(

�)

。
一
方
、
物
品
の
交
換
に
関
し

て
日
本
側
は
そ
れ
ほ
ど
反
対
し
な
か
っ
た
、
と
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
報
告
書
に
記
し
て

お
り
こ
の
点
は
比
較
的
容
易
に
認
め
ら
れ
た
と
認
識
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
さ
ら
に
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[下田交渉略年表]

嘉永７年10月15日
1854年11月22日 (露)

プチャーチン下田に来航
(東京大学史料編纂所 『維新史料綱要』 [以下 『綱要』 と略記] １巻660頁)

嘉永７年10月17日
1854年11月24日 (露)

幕府､ 露使応接掛筒井､ 川路等を下田に派遣
(『綱要』 １巻661頁)

嘉永７年11月１日
1854年12月８日 (露)

露使応接掛筒井､ 川路等､ プチャーチンと会談 [長崎のロシアからの贈物に対する返礼]
(『綱要』 １巻666頁)

嘉永７年11月２日
1854年12月９日 (露)

露使応接掛筒井､ 川路等､ ロシア船に乗船
(『綱要』 １巻666頁)

嘉永７年11月３日
1854年12月10日 (露)

露使応接掛筒井､ 川路等とプチャーチンの会談
[プチャーチン：通商許可による国境譲歩を発言・下田の代替港を求める]１ (『綱要』 １巻666頁)

嘉永７年11月４日
1854年12月11日 (露)

地震の発生
(『綱要』 １巻666頁)

嘉永７年11月５日
1854年12月12日 (露)

プチャーチン､ 船舶修理のために下田以外の港の貸与を求める
(『綱要』 １巻667頁)

嘉永７年11月７日
1854年12月14日 (露)

中村為弥 [勘定組頭] とポシエットの会談
(『綱要』 １巻668頁)

嘉永７年11月８日
1854年12月15日 (露)

中村為弥 [勘定組頭] とポシエットの会談
(『綱要』 １巻668頁)

嘉永７年11月10日
1854年12月17日 (露)

中村為弥 [勘定組頭] とポシエットの会談
(『綱要』 １巻668頁)

嘉永７年11月13日
1854年12月20日 (露)

露使応接掛筒井､ 川路とプチャーチン会談 領事駐在と下田代港の件 [決定せず]
(『綱要』 １巻670頁)

嘉永７年11月14日
1854年12月21日 (露)

露使応接掛筒井､ 川路とプチャーチンの会談
(『綱要』 １巻670頁)

嘉永７年11月17日
1854年12月24日 (露)

露使応接掛筒井､ 川路とポシエットの会談 下田港を拒否し伊豆沿岸を求める
(『綱要』 １巻672頁)

安政１年11月27日
1855年１月３日 (露)

デイアナ号､ 下田から戸田への回航途中で難破
(『綱要』 １巻676頁)

安政１年12月９日
1855年１月14日 (露)

米国使節アダムス､ 軍艦ポータン号で下田に到着､ 条約本書の批准を求める
(『綱要』 １巻680頁)

安政１年12月14日
1855年１月19日 (露)

露使応接掛筒井､ 川路とプチャーチンの会談 領事・下田代港・樺太問題協議
(『綱要』 １巻682頁)

安政１年12月18日
1855年１月18日 (露)

下田奉行伊沢・都筑とアダムスの会談
(『綱要』 １巻683頁)

安政１年12月21日
1855年１月21日 (露)

露使応接掛筒井､ 川路とプチャーチンによる条約締結 [条約９条ならびに附録４条]
(『綱要』 １巻685頁)



国
境
問
題
に
つ
い
て
は
、
境
界
を
未
画
定
の
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
を
日
本
側
が
求

め
た
、
と
サ
ハ
リ
ン
島
の
国
境
が
日
本
側
の
要
請
に
よ
っ
て
画
定
さ
れ
な
か
っ
た
、

と
記
し
て
い
ま
す

(

�)

。

下
田
交
渉
で
は
、
樺
太
の
国
境
問
題
が
解
決
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
会
所
を
仲

介
し
た
物
品
の
売
買
や
領
事
の
駐
在
に
つ
い
て
の
合
意
が
形
成
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ

て
日
魯
通
好
条
約
は
成
立
し
た
の
で
し
た
。

３

長
崎
交
渉

こ
れ
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
長
崎
交
渉
で
は
い
か
な
る
点
が
問
題
に
な
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。[

長
崎
交
渉
略
年
表]

を
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
嘉
永
六

年
七
月
十
八
日
に
長
崎
に
到
着
し
た
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
、
す
ぐ
さ
ま
長
崎
奉
行
に
書

翰
を
提
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
ネ
ッ
セ
ル
ロ
ー
ゼ
の
国
書
の
受
理
を
求
め
る
内
容
で

し
た
。
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
、
八
月
十
九
日
、
国
書
を
長
崎
奉
行
に
渡
し
ま
し
た
。
プ

チ
ャ
ー
チ
ン
は
一
旦
長
崎
を
離
れ
、
十
二
月
五
日
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
実
際
に
露

使
応
接
掛
筒
井
政
憲
な
ら
び
に
川
路
聖
謨
と
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
会
談
が
開
始
さ
れ
た

の
は
、
十
二
月
十
四
日
の
こ
と
で
し
た
。
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
、
十
二
月
十
八
日
、
国

書
に
対
す
る
返
書
を
受
け
取
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
返
書
で
、
日
本
側
は
ロ
シ
ア
の
通

商
要
求
に
対
し
て
拒
否
の
回
答
を
示
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
国
境
と
和
親
・
通
商
に

つ
い
て
の
交
渉
が
続
け
ら
れ
ま
す
が
、
長
崎
で
は
交
渉
は
ま
と
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
、
長
崎
交
渉
に
お
い
て
大
き
な
成
果
が
あ
っ
た
、
と

報
告
し
て
い
ま
す
。
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
に
と
っ
て
交
渉
が
大
き
く
進
展
し
た
の
は
、
嘉

永
七

(

一
八
五
四)

年
一
月
四
日
の
露
使
応
接
掛
た
ち
の
パ
ル
ラ
ダ
号
の
乗
船
で
し

た
。
こ
の
日
、
ロ
シ
ア
側
は
船
上
で
外
国
に
通
商
を
許
可
す
る
場
合
に
は
ロ
シ
ア
を

最
初
に
す
る
こ
と
と
通
商
が
許
可
さ
れ
た
場
合
に
は
他
の
国
に
与
え
ら
れ
る
権
限
を

ロ
シ
ア
に
も
与
え
る
よ
う
に
求
め
ま
し
た

(

�)

。
日
本
側
は
特
段
に
問
題
は
無
い
と
し
て

了
承
す
る
旨
を
伝
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
関
し
て
日
本
側
は
、
二
日
後
の
一
月
六
日
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
に

｢

覚
書｣

を
渡
し
て
い
ま
す
。
そ
の

｢

覚
書｣

に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

此
末
我
那
於
而
、
若
通
商
差
許
ニ
も
相
成
候
ハ
ゝ
、
貴
国
を
以
は
し
め
と
な
す

へ
し

此
末
、
我
那
も
し
外
国
々
と
通
商
い
た
し
候
時
も
あ
ら
ハ
、
貴
国
は
土
地
相
接

す
る
之
国
ゆ
へ
、
交
易
筋
并
其
外
と
も
外
国
同
様
に
取
扱
へ
き
心
得
ニ
候

(

�)

前
者
は
、
こ
の
後
、
日
本
が
も
し
も
外
国
と
通
商
を
行
う
場
合
に
は
ロ
シ
ア
と
最

初
に
行
う
、
と
い
う
内
容
で
す
。
後
者
は
、
日
本
が
も
し
も
他
の
国
と
通
商
を
行
う

場
合
に
は
、
ロ
シ
ア
は
隣
国
な
の
で
通
商
な
ら
び
に
そ
の
他
の
事
に
つ
い
て
も
他
の

国
と
同
様
に
取
り
扱
う
、
と
い
う
内
容
で
す

(

�)

。
こ
の
よ
う
に
露
使
応
接
掛
は
、
プ
チ
ャ
ー

チ
ン
に
対
し
て
ロ
シ
ア
と
の
通
商
の
開
始
を
優
先
的
に
行
う
趣
旨
と
最
恵
国
待
遇
を

保
障
す
る
書
翰
を
手
渡
し
ま
し
た
。
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
、
説
得
に
よ
っ
て
ロ
シ
ア
の

権
限
を
十
分
に
獲
得
す
る
二
つ
の
条
項
を
書
か
せ
る
の
に
成
功
し
た
、
と
交
渉
に
お

け
る
大
き
な
成
果
と
し
て
こ
の
こ
と
を
報
告
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
プ
チ
ャ
ー
チ

ン
は
一
月
八
日
に
長
崎
を
出
航
し
ま
し
た
。

４

プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
派
遣
計
画

長
崎
交
渉
と
下
田
交
渉
な
ら
び
に
そ
れ
ら
の
交
渉
に
よ
っ
て
締
結
さ
れ
た
日
魯
通

好
条
約
は
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
を
派
遣
し
た
ロ
シ
ア
政
府
の
方
針
と
合
致
し
た
も
の
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
派
遣
計
画

の
推
移
と
彼
に
与
え
ら
れ
た
訓
令
を
考
察
し
ま
す
。

第
一
に
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
派
遣
計
画
に
関
し
て
、
二
つ
の
文
書
を
検
討
し
ま
す
。

一
つ
に
は
ロ
シ
ア
外
務
省
が
日
本
問
題
に
つ
い
て
特
別
委
員
会
に
提
出
し
た
文
書
で

す
。
も
う
一
つ
は
、
こ
れ
を
う
け
て
特
別
委
員
会
が
審
議
し
作
成
し
た
報
告
書
を
検

討
し
ま
す
。
第
二
に
、
こ
の
特
別
委
員
会
の
検
討
を
受
け
て
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
に
出
さ

れ
た
訓
令
を
検
討
し
ま
す
。
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
に
は
出
発
に
際
し
て
外
務
省
と
海
軍
省
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[長崎交渉略年表]

嘉永６年７月18日
1853年８月10日 (露)

プチャーチン来航 [長崎] パルラダ号・ボストーク号・オリヴツア号・メンシコフ号
(『綱要』 １巻446頁)

嘉永６年７月19日
1853年８月11日 (露)

プチャーチン書翰提出 [ネッセルローゼの国書の受け取りを求める内容]
(『綱要』 １巻447頁)

嘉永６年７月26日
1853年８月18日 (露)

ボストーク号長崎出発 (『綱要』 １巻451頁)

嘉永６年７月29日
1853年８月21日 (露)

メンシコフ号長崎出発 (『綱要』 １巻451頁)

嘉永６年８月３日
1853年８月24日 (露)

老中は長崎奉行に対して国書受理の指示を行う (返書はオランダ甲必丹を以行なう)
(『綱要』 １巻459頁)

嘉永６年８月７月
1853年８月28日 (露)

幕府､ ロシア使節の渡来と国書受理の決定を布告する
(『綱要』 １巻461頁)

嘉永６年８月19日
1853年９月９日 (露)

長崎奉行大沢安宅､ プチャーチンから国書を受け取る
(『綱要』 １巻465頁)

嘉永６年８月晦日
1853年９月20日 (露)

クシュンコタン (カラフト南岸) 占拠事件の発生
(『綱要』 １巻469頁)

嘉永６年９月15日
1853年10月５日 (露)

国書の江戸到着 (『綱要』 １巻486頁)

嘉永６年10月２日
1853年10月21日 (露)

メンシコフ号長崎到着 (『綱要』 １巻491頁)

嘉永６年10月８日
1853年10月27日 (露)

幕府､ 露使応接掛に川路聖謨､ 筒井政憲等を任命
(『綱要』 １巻492頁)

嘉永６年10月23日
1853年11月11日 (露)

プチャーチン､ ロシア船４艘とともに長崎出発
(『綱要』 １巻496頁)

嘉永６年12月５日
1853年12月22日 (露)

プチャーチン､ ロシア船４艘とともに長崎到着
(『綱要』 １巻510頁)

嘉永６年12月14日
1853年12月31日 (露)

露使応接掛川路､ 筒井とプチャーチンの会談
(『綱要』 １巻512頁)

嘉永６年12月17日
1854年１月３日 (露)

露使応接掛川路､ 筒井等パルラダ号に乗船する
(『綱要』 １巻514頁)

嘉永６年12月18日
1854年１月４日 (露)

プチャーチン､ 国書を露使応接掛から受領する
(『綱要』 １巻515頁)

嘉永６年12月20日
1854年１月６日 (露)

露使応接掛筒井・川路とプチャーチンの会談
(『綱要』 １巻515頁)

嘉永６年12月22日
1854年１月８日 (露)

露使応接掛筒井・川路とプチャーチンの会談
(『綱要』 １巻516頁)

嘉永６年12月24日
1854年１月10日 (露)

露使応接掛筒井・川路とプチャーチンの会談
(『綱要』 １巻517頁)

嘉永６年12月26日
1854年１月12日 (露)

露使応接掛筒井・川路とプチャーチンの会談
(『綱要』 １巻518頁)

嘉永６年12月28日
1854年１月14日 (露)

露使応接掛筒井・川路とプチャーチンの会談
(『綱要』 １巻521頁)

嘉永６年12月晦日
1854年１月16日 (露)

プチャーチン希望条項を露使応接掛に提出する
(『綱要』 １巻522頁)

嘉永７年１月２日
1854年１月18日 (露)

露使応接掛､ 中村為弥 [勘定組頭] を派遣し､ プチャーチンに希望条項を返却する
(『綱要』 １巻536頁)

嘉永７年１月４日
1854年１月20日 (露)

露使応接掛､ パルラダ号に乗船しプチャーチンと交渉する
プチャーチンの最恵国待遇の要求 (『綱要』 １巻526頁)

嘉永７年１月６日
1854年１月22日 (露)

露使応接掛､ 中村為弥を派遣してプチャーチンに ｢覚書｣ 交付
(『綱要』 １巻527頁)

嘉永７年１月８日
1854年１月24日 (露)

プチャーチン長崎出発 (『綱要』 １巻527頁)



か
ら
訓
令
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
出
発
後
に
出
さ
れ
、
小
笠

原
で
彼
が
受
け
取
っ
た
追
加
訓
令
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
訓
令
を
順
に
検
討
し
ま

す
。以

上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
派
遣
計
画
の
ロ
シ
ア
政
府
の
企
図
を
明

ら
か
に
し
て
、
か
か
る
視
点
か
ら
、
こ
れ
ま
で
概
観
し
た
長
崎
交
渉
、
下
田
交
渉
、

日
魯
通
好
条
約
の
ポ
イ
ン
ト
を
確
定
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

[

１]

プ
チ
ャ
ー
チ
ン
派
遣
計
画
の
推
移

①

一
八
五
二
年
五
月
七
日

(
露
暦)

の
外
務
省
文
書

(

�)

特
別
委
員
会
に
示
さ
れ
た
一
八
五
二
年
五
月
七
日

(

露
暦)

の
日
本
問
題
に
関
す

る
外
務
省
文
書
を
考
察
し
ま
す

(

�)

。
ロ
シ
ア
外
務
省
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
よ
っ
て

準
備
さ
れ
て
い
る
遠
征
隊
に
注
目
し
、
こ
の
遠
征
に
関
し
て
入
手
し
た
情
報
を
以
下

の
よ
う
に
列
挙
し
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
以
前
か
ら
日
本
と
の
通
商
関
係

の
締
結
を
希
望
し
、
鎖
国
政
策
の
変
更
を
望
ん
で
い
た
。
ア
メ
リ
カ
人
が
日
本
と
の

通
商
を
求
め
る
理
由
は
大
き
く
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
ア
メ
リ

カ
領
土
へ
の
編
入
と
そ
こ
で
急
速
に
発
展
す
る
貿
易
な
ら
び
に
産
業
活
動
が
日
本
と

の
通
商
関
係
を
必
要
と
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
太
平
洋
北
方
地
域

を
航
行
す
る
多
く
の
捕
鯨
船
に
都
合
の
よ
い
避
難
場
所
を
必
要
と
し
て
い
る
た
め
で

あ
る
。

ロ
シ
ア
外
務
省
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
ペ
リ
ー
派
遣
を
決
定
し
た
伏
線
と
し
て
、

一
八
四
六
年
の
ビ
ッ
ト
ル
の
派
遣
に
注
目
し
て
い
ま
す
。
日
本
に
寄
港
し
た
捕
鯨
船

が
非
社
交
的
な
取
り
扱
い
を
受
け
、
こ
の
こ
と
が
一
八
四
六
年
の
ビ
ッ
ト
ル
の
遠
征

を
促
し
た
。
ビ
ッ
ト
ル
の
派
遣
は
日
本
人
た
ち
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
数
人
の
ア
メ
リ

カ
人
の
解
放
と
平
和
的
な
手
段
に
よ
っ
て
日
本
に
貿
易
を
開
始
さ
せ
る
こ
と
が
目
的

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
遠
征
は
期
待
さ
れ
た
成
果
を
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
。
日

本
政
府
は
、
彼
ら
を
丁
寧
に
扱
い
ア
メ
リ
カ
人
の
捕
虜
を
返
還
し
た
が
、
一
方
で
い

か
な
る
政
治
的
な
ら
び
に
通
商
的
関
係
を
も
取
り
結
ば
な
い
と
宣
言
し
た

(

�)

。
こ
の
後
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
、
日
本
と
の
関
係
の
形
成
の
た
め
に
大
規
模
な
軍
事
遠
征
隊
の

派
遣
を
決
定
し
た
。
こ
の
よ
う
に
外
務
省
は
、
ペ
リ
ー
派
遣
の
契
機
を
理
解
し
て
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
外
務
省
は
、
三
艘
の
武
装
化
さ
れ
た
大
規
模
な
汽
船
と
二
艘
の
軍

艦
そ
れ
に
合
計
七
十
四
の
大
砲
を
装
備
し
た
艦
隊
は
本
年
五
月
末
に
出
発
す
る
、
と

ペ
リ
ー
の
艦
隊
の
規
模
と
装
備
に
注
目
し
て
い
ま
す

(

�)

。
こ
の
規
模
と
装
備
は
、
日
本

を
威
嚇
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
要
求
を
受
け
入
れ
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
、
と
外
務
省
は

捉
え
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
情
報
を
も
と
に
ロ
シ
ア
外
務
省
は
、
ペ
リ
ー
の
遠
征
隊
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
予
想
し
て
い
ま
す
。
こ
の
遠
征
は
、
他
の
国
々
に
対
し
て
こ
れ
ま
で
近

寄
り
が
た
か
っ
た
日
本
の
政
治
シ
ス
テ
ム

(｢

鎖
国｣)

を
改
変
し
、
ロ
シ
ア
に
日
本

と
通
商
を
行
う
可
能
性
を
開
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
外
務
省
は
、
ペ
リ
ー
の

遠
征
を
ロ
シ
ア
が
日
本
と
通
商
を
開
始
す
る
好
機
と
捉
え
て
い
た
の
で
す
。
外
務
省

は
ペ
リ
ー
提
督
の
遠
征
隊
が
形
成
さ
れ
る
経
緯
と
そ
の
編
成
に
つ
い
て
の
情
報
、
さ

ら
に
は
遠
征
隊
の
成
功
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
特
別
委
員
会
に
提
示
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
ロ
シ
ア
外
務
省
は
、
こ
の
文
書
に
ロ
シ
ア
政
府
が
こ
れ
ま
で
日
本
と
関
係

を
取
り
結
ぶ
た
め
に
行
っ
て
き
た
活
動
を
記
し
て
い
ま
す
。
外
務
省
が
、
プ
チ
ャ
ー

チ
ン
派
遣
ま
で
の
露
日
関
係
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
、
と
い
う
点
を
理
解

す
る
上
で
、
こ
の
活
動
の
記
載
は
注
目
さ
れ
ま
す
。
次
に
こ
の
点
を
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

ロ
シ
ア
政
府
は
、
以
前
か
ら
日
本
と
の
関
係
の
形
成
に
つ
い
て
思
案
し
て
き
た
。

そ
れ
は
、
日
本
が
シ
ベ
リ
ヤ
の
東
海
岸
、
ク
リ
ル
諸
島
、
ロ
シ
ア
領
ア
メ
リ
カ

(

ア

ラ
ス
カ
―
注
記
麓)

に
近
い
と
い
う
地
理
的
状
況
の
た
め
で
あ
る
。
そ
の
試
み
と
し

て
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
Ⅱ
世
の
時
代
に
は
一
七
九
二
年
に
�
�
�
�
ラ
ク
ス
マ
ン
が
派
遣

さ
れ
た
。
ラ
ク
ス
マ
ン
は
派
遣
の
目
的
を
達
成
し
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

極
め
て
好
意
的
な
会
見
が
行
わ
れ
、
長
崎
に
お
い
て
望
ま
し
い
結
果
を
得
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
期
待
が
生
ま
れ
た
。
こ
れ
が
皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
の
時
代
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に
日
本
へ
使
節
を
派
遣
す
る
理
由
に
な
っ
た
。
そ
の
使
節
に
は
Н
�
П
�
レ
ザ
ノ
フ

が
選
抜
さ
れ
た
。
彼
は
一
八
〇
三
年
に
日
本
政
府
宛
の
文
書
と
皇
帝
か
ら
の
贈
り
物

を
携
え
て
派
遣
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
使
節
は
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
人
の
せ
い
で
不

成
功
に
終
わ
っ
た

(
�)

。
こ
の
後
は
、
一
八
一
三
年
に
В
�
М
�
ゴ
ロ
ー
ニ
ン
提
督
の
解

放
の
た
め
に
船
を
派
遣
し
た
こ
と
と
露
米
会
社
を
通
じ
て
漂
着
し
た
日
本
人
を
時
々

帰
国
さ
せ
る
以
外
に
日
本
と
の
公
的
な
関
係
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
外
務
省
は
従
来

の
露
日
関
係
の
経
緯
を
上
記
の
よ
う
に
記
し
、
レ
ザ
ノ
フ
以
後
の
露
日
関
係
の
低
調

ぶ
り
を
指
摘
し
て
い
ま
す

(

�)

。

一
方
、
こ
の
よ
う
な
ロ
シ
ア
に
よ
る
露
日
関
係
の
形
成
の
動
き
と
は
別
の
事
情
か

ら
日
本
へ
の
使
節
の
派
遣
が
計
画
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
別
の
事
情
と

は
ア
ヘ
ン
戦
争
の
影
響
で
す
。
ア
ヘ
ン
戦
争
後
の
一
八
四
三
年
に
、
イ
ギ
リ
ス
に
よ
っ

て
開
港
さ
れ
た
清
の
港
に
寄
港
し
情
報
収
集
を
行
い
、
さ
ら
に
日
本
へ
寄
港
し
て
和

親
・
通
商
条
約
の
締
結
を
提
案
す
る
、
と
い
う
指
示
が
皇
帝
か
ら
出
さ
れ
ま
し
た

(

	)

。

し
か
し
、
こ
の
指
示
は
特
別
な
事
情
か
ら
中
止
さ
れ
ま
し
た
(


)
。
こ
の
よ
う
に
ロ
シ
ア

外
務
省
は
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
派
遣
ま
で
の
露
日
関
係
を
総
括
し
、
中
止
に
な
っ
た
も

の
ア
ヘ
ン
戦
争
の
際
に
日
本
へ
の
使
節
の
派
遣
が
検
討
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
、

そ
れ
に
依
拠
し
て
今
回
の
提
案
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
点
は
後
述
し
ま
す
。

最
後
に
外
務
省
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
疑
い
な
く
獲
得
す
る
利
益
を
ロ
シ
ア
の
商
人

た
ち
に
も
享
受
さ
せ
る
方
法
を
考
案
す
る
よ
う
に
特
別
委
員
会
に
要
請
し
ま
し
た
。

②

一
八
五
二
年
五
月
七
日

(

露
暦)

に
開
催
さ
れ
た
特
別
委
員
会
の
報
告
書

特
別
委
員
会
に
ロ
シ
ア
外
務
省
の
意
向
が
示
さ
れ
、
日
本
に
対
す
る
政
策
の
審
議

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

(

�)

。
特
別
委
員
会
は
こ
の
問
題
を
審
議
す
る
に
あ
た
っ

て
次
の
二
点
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。
第
一
は
、
こ
れ
ま
で
ロ
シ
ア
の
露
日
関
係
の
形

成
の
働
き
か
け
が
日
本
の
鎖
国
政
策
の
た
め
に
望
ま
し
い
結
果
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
、

と
い
う
点
で
す
。
第
二
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
を
獲
得
し
て
後
、

日
本
と
の
貿
易
関
係
の
形
成
を
求
め
る
よ
う
に
な
り
、
も
は
や
日
本
は
開
国
と
通
商

の
要
求
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
点
で
す
。
特
別
委
員
会
は

こ
の
二
点
を
考
慮
し
て
、
ロ
シ
ア
の
対
日
政
策
を
審
議
し
ま
し
た
。

特
別
委
員
会
は
、
日
本
と
の
貿
易
の
重
要
性
と
意
義
を
次
の
よ
う
に
捉
え
て
い
ま

す
。
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
日
本
と
の
海
上
貿
易
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ほ
ど
に
は
重
要

な
問
題
に
は
成
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
将
来
に
お
け
る
利
益
を
確
保
す
る
、

と
い
う
点
か
ら
日
本
と
の
関
係
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
日
本
と
の
関
係
の
形
成
は

ロ
シ
ア
領
ア
メ
リ
カ

(

ア
ラ
ス
カ)

や
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
へ
の
食
料
と
物
品
の
運
送
の

た
め
に
も
必
要
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
す

(

�)

。
こ
こ
で
は
特
別
委
員
会
が
日
本
と
の
貿

易
関
係
の
形
成
を
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ほ
ど
緊
急
に
必
要
な
課
題
で
は
な
い
、
と
捉
え

て
い
た
点
に
留
意
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
将
来
に
お
け
る
利
益
の
確
保
と
カ

ム
チ
ャ
ッ
カ
や
露
領
ア
メ
リ
カ
へ
の
物
資
輸
送
の
中
継
点
と
し
て
の
必
要
性
か
ら
、

日
本
と
の
関
係
が
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

特
別
委
員
会
は
、
遅
滞
す
る
こ
と
な
く
平
和
的
な
方
策
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
が
獲
得
し
、
さ
ら
に
そ
の
成
果
を
黙
認
し
な
い
で
あ
ろ
う
海
洋
国
家

(

イ
ギ
リ
ス

を
示
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
―
注
記
麓)

が
獲
得
す
る
利
益
を
ロ
シ
ア
が
失
わ
な

い
た
め
に
使
節
の
派
遣
が
必
要
で
あ
る
、
と
結
論
づ
け
て
い
ま
す
。

特
別
委
員
会
は
、
具
体
的
な
方
策
と
し
て
一
八
四
三
年
の
ア
ヘ
ン
戦
争
の
際
に
皇

帝
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
後
中
止
命
令
に
よ
っ
て
頓
挫
し
た
決
議
に

基
づ
い
て
今
回
の
政
策
を
提
案
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た

(


)

。
ま
ず
、
一
八
四
三
年
の
計

画
の
際
に
使
節
と
し
て
選
抜
さ
れ
た
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
を
今
回
の
派
遣
に
充
て
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
先
の
決
議
に
以
下
の
改
正
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

一
八
四
三
年
の
段
階
で
は
第
一
の
位
置
づ
け
に
あ
っ
た
清
国
へ
の
寄
航
と
い
う
任
務

を
第
二
の
任
務
と
す
る
こ
と
。
今
回
の
第
一
の
任
務
は
日
本
と
の
通
商
関
係
の
樹
立

で
あ
る
こ
と
。
さ
ら
に
日
本
と
の
通
商
関
係
の
締
結
以
外
に
は
サ
ハ
リ
ン
島
お
よ
び

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
調
査
と
情
報
収
集
の
任
務
を
加
え
る
こ
と
。

こ
の
任
務
を
遂
行
す
る
艦
隊
に
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
を
含
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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そ
れ
は
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
が
艦
隊
の
中
に
含
ま
れ
る
こ
と
で
最
も
望
ま
し
い
印
象
を
日

本
に
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
配
慮
か
ら
で
す

(

�)

。
さ
ら
に
、
ロ
シ
ア
と
日
本

の
交
渉
が
成
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
き
な
利
益
を
得
る
の
は
露
米
会
社
で
あ
る
、

と
い
う
理
由
か
ら
露
米
会
社
の
船
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

派
遣
時
期
に
つ
い
て
特
別
委
員
会
は
、
八
月
か
ら
九
月
を
適
当
と
判
断
し
て
い
ま

す
。
そ
の
理
由
を
特
別
委
員
会
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
に
艦

隊
が
出
発
す
れ
ば
翌
春
に
は
日
本
に
到
着
す
る
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
遠
征
隊
が
成

功
し
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
国
と
日
本
の
新
し
い
関
係
が
形
成
さ
れ
て
い
る
時
期
で
あ

り
、
こ
れ
を
利
用
し
て
ロ
シ
ア
と
日
本
の
交
渉
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

(

�)

。
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
の
遠
征
隊
が
今
年
の
夏
に
目
的
を
達
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
翌
春
に

は
再
派
遣
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
ロ
シ
ア
の
艦
隊
が
来
年
の
春
に
日
本
に

到
着
す
る
の
は
時
宣
を
得
た
も
の
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
艦
隊
の
成
功
を

見
込
ん
で
特
別
委
員
会
は
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
派
遣
時
期
を
考
慮
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
任
務
の
遂
行
に
あ
た
っ
て
特
別
委
員
会
は
、
あ
ら
ゆ
る
敵
対
的
な
行
動
を
自
制

す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
特
別
委
員
会
は
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
派
遣
に
つ
い
て
の
方
針
を
決
定

し
ま
し
た

(

�)

。
特
別
委
員
会
が
ペ
リ
ー
の
艦
隊
の
成
功
を
確
信
し
、
一
貫
し
て
そ
の
成

果
を
ロ
シ
ア
に
も
拡
充
さ
せ
る
こ
と
で
、
日
本
と
の
通
商
関
係
を
樹
立
し
よ
う
と
企

図
し
て
い
た
点
に
留
意
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

[

２]

プ
チ
ャ
ー
チ
ン
へ
の
訓
令

こ
の
特
別
委
員
会
の
評
議
は
皇
帝
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

プ
チ
ャ
ー
チ
ン
に
対
し
て
二
つ
の
訓
令
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
第
一

は
、
外
務
省
の
訓
令
で
す
。
第
二
は
、
海
軍
省
の
訓
令
で
す
。
こ
の
二
つ
の
訓
令
が

プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
派
遣
に
際
し
て
発
令
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
追
加
訓
令
が
発

せ
ら
れ
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
小
笠
原
で
こ
れ
を
受
け
取
っ
て
い
ま
す
。
第
三
に
、
こ

の
追
加
訓
令
を
検
討
し
ま
す
。

(

１)

外
務
省
訓
令

一
八
五
二
年
八
月
二
十
三
日

(

露
暦)

に
皇
帝
の
承
認
を
得
た
ロ
シ
ア
外
務
省
の

訓
令
は
、
従
来
の
露
日
交
渉
の
経
過
を
記
す
と
と
も
に
、
そ
れ
が
失
敗
に
終
わ
っ
た

経
緯
を
述
べ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
獲
得
後
の
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
の
日
本
へ
の
志
向
と
遠
征
隊
の
派
遣
に
つ
い
て
、
彼
ら
が
平
和
的
な
交
渉
に
よ
っ

て
だ
け
で
な
く
必
要
な
場
合
に
は
武
力
に
訴
え
て
で
も
要
求
を
実
現
す
る
で
あ
ろ
う
、

と
記
し
て
い
ま
す

(

�)

。
そ
の
上
で
、
外
務
省
は
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
に
以
下
の
指
示
を
与
え

ま
し
た
。

①

日
本
と
の
関
係
に
つ
い
て

日
本
へ
の
遠
征
は
全
く
平
和
的
な
手
段
、
す
な
わ
ち
交
渉
と
い
う
手
段
に
よ
っ
て

な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
交
渉
の
核
心
は
ロ
シ
ア
の
船
と
商
人
が
日
本
の

複
数
の
港
で
は
な
い
に
し
ろ
、
良
好
な
港
に
寄
港
し
、
そ
こ
で
交
易
を
行
う
権
利
を

日
本
か
ら
獲
得
す
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
が
外
国
人
と
の
関
係
を
忌
避
す
る
こ
と
か

ら
考
え
て
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
困
難
に
直
面
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
の

フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
遠
征
隊
の
次
に
日
本
に
現
れ
、
す
で
に
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
の
事
業
が
成
功
に
終
わ
っ
て
い
た
な
ら
、
ロ
シ
ア
の
希
望
が
実
現
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
。
日
本
が
ア
メ
リ
カ
人
た
ち
に
貿
易
に
関
す
る
権
利
や
利
益
を
供
与
し

て
い
た
な
ら
日
本
に
ロ
シ
ア
に
対
し
て
も
同
様
の
譲
歩
を
説
き
伏
せ
る
の
は
そ
れ
ほ

ど
難
し
く
な
い
、
と
思
わ
れ
る
。
極
め
て
重
要
な
の
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
遠
征

隊
が
成
功
を
収
め
た
状
況
下
に
あ
っ
て
交
渉
を
開
始
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
、
と

い
う
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
に
交
渉
す
る
か
を
明
確
に
指
示
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
こ
れ
は
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
判
断
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
遠
征
隊
の
進
捗

状
況
に
左
右
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
遠
征
隊
が
こ
の
冬
ま
で
に

完
了
せ
ず
、
来
夏
に
再
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と

日
本
の
交
渉
の
結
果
が
出
る
ま
で
待
機
す
る
か
ど
う
か
は
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
判
断
に

任
せ
る
。
こ
の
よ
う
に
外
務
省
は
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
交
渉
が
妥
結
し
た
上
で
、
プ
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チ
ャ
ー
チ
ン
の
交
渉
が
開
始
さ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
と
指
示
し
て
い
ま
し
た
。

プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
交
渉
が
進
展
し
た
場
合
に
は
、
以
下
の
二
つ
の
点
を
獲
得
す
る

よ
う
に
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
第
一
は
、
日
本
が
ア
メ
リ
カ
人
に
与
え
る
権
利
が
ロ
シ

ア
人
に
も
適
応
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
第
二
は
、
貿
易
を
行
う
の
に
都
合

が
良
く
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
競
争
者
が
い
な
い
北
方
の
島
々
の
中
の
一
つ
を
貿
易
港

と
す
る
こ
と
で
す

(

�)

。
こ
の
点
は
、
ロ
シ
ア
外
務
省
や
特
別
委
員
会
の
文
書
が
日
本
と

の
通
商
関
係
の
目
的
の
中
に
、
ロ
シ
ア
極
東
地
域
へ
の
物
資
の
輸
送
を
勘
案
し
て
い

た
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
理
解
で
き
る
で
し
ょ
う
。

ロ
シ
ア
外
務
省
は
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
活
動
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
イ
ギ
リ
ス
、

オ
ラ
ン
ダ
の
関
係
に
つ
い
て
も
次
の
よ
う
に
指
示
し
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

は
、
ロ
シ
ア
が
日
本
と
の
通
商
関
係
を
形
成
し
た
い
と
い
う
希
望
に
干
渉
す
る
こ
と

は
無
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
こ
の
地
域
に
お
け
る
貿
易
の
敵

対
者
と
し
て
ロ
シ
ア
を
捉
え
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
イ
ギ
リ
ス
が
プ
チ
ャ
ー

チ
ン
の
遠
征
の
こ
と
を
知
れ
ば
、
日
本
に
対
し
て
ロ
シ
ア
と
同
様
な
行
動
を
と
る
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
も
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
成
果
が
他
国
に
供
与
さ
れ
る

こ
と
を
望
ん
で
お
り
、
ロ
シ
ア
に
対
し
て
敵
対
的
な
態
度
を
示
す
こ
と
は
無
い
で
あ

ろ
う
。
一
方
、
オ
ラ
ン
ダ
人
に
は
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
オ
ラ
ン
ダ
人
を
過

度
に
信
頼
し
て
は
な
ら
ず
、
オ
ラ
ン
ダ
人
に
仲
介
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
。
こ
の

点
は
外
務
省
が
レ
ザ
ノ
フ
派
遣
の
不
成
功
の
原
因
を
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
人
た
ち
の
反

ロ
シ
ア
的
な
活
動
に
見
出
し
て
い
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。
以
上
の
よ

う
に
日
本
に
お
け
る
活
動
に
対
し
て
の
指
示
が
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
に
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

②

中
国
問
題
に
つ
い
て

プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
、
中
国
問
題
に
関
し
て
は
上
海
に
寄
港
し
て
海
上
貿
易
を
行
う

方
法
の
樹
立
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
中
国
が
外
国
に
認
め
て
い
る
通
商
権
限
を
ロ
シ

ア
が
享
受
で
き
る
よ
う
に
交
渉
す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
て
い
ま
す

(

�)

。

③

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
諸
島
と
サ
ハ
リ
ン
島
に
つ
い
て

プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
諸
島
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
領
事
館
設
置
に
関
す

る
調
査
を
求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
サ
ハ
リ
ン
島
に
関
す
る
情
報
の
収
集
を
指
示
さ
れ

ま
し
た

(

�)

。
サ
ハ
リ
ン
島
の
地
理
的
状
況
の
み
な
ら
ず
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
民
族
に

つ
い
て
の
情
報
収
集
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
、
彼
等
と
清
国
と
の
関
係
に
つ
い

て
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
サ
ハ
リ
ン
島
の
北
部
と
東

部
の
海
岸
を
調
査
し
、
良
好
な
港
を
探
す
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
サ
ハ

リ
ン
島
に
関
す
る
情
報
は
、
特
に
日
本
と
通
商
関
係
が
樹
立
し
た
場
合
に
は
有
益
な

も
の
に
な
る
と
外
務
省
は
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

(

２)

一
八
五
三
年
八
月
十
三
日

(

露
暦)

海
軍
省
訓
令

海
軍
省
の
訓
令
は
、
第
一
に
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
提
督
の
指
揮
下
に
入
る
艦
隊
お
よ
び

そ
の
資
金
に
つ
い
て
通
知
し
て
い
ま
す

(

	)

。
第
二
に
、
海
事
に
関
し
て
二
つ
の
点
を
指

示
し
て
い
ま
す

(


)

。
一
つ
に
は
ア
ジ
ア
大
陸
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
大
陸
北
西
部
の
ロ
シ
ア

領
沿
岸
の
情
報
収
集
で
す
。
こ
れ
は
近
年
こ
の
海
域
で
外
国
の
捕
鯨
船
が
増
加
し
、

ロ
シ
ア
の
こ
れ
ら
の
地
域
の
支
配
に
悪
影
響
が
出
て
い
る
、
と
い
う
状
況
を
受
け
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
海
軍
省
の
訓
令
は
、
こ
の
情
報
を
も
と
に
捕
鯨
業
者
の
不
法
か
ら

ロ
シ
ア
の
国
益
を
守
る
方
策
を
考
案
す
る
よ
う
に
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
に
求
め
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
サ
ハ
リ
ン
島
の
調
査
で
す
。
た
だ
、
海
軍
省
の
訓
令
は
、
調
査
の
具

体
的
な
内
容
に
は
触
れ
て
い
ま
せ
ん
。
海
軍
省
は
こ
の
よ
う
に
二
つ
の
点
の
調
査
を

プ
チ
ャ
ー
チ
ン
に
託
し
ま
し
た
。
海
軍
省
は
、
外
務
省
の
訓
令
内
容
を
繰
り
返
す
形

で
、
あ
ら
ゆ
る
目
的
の
達
成
が
交
渉
と
平
和
的
な
手
段
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
よ
う

に
喚
起
し
て
い
ま
す
。

(

３)
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
へ
の
追
加
訓
令

(

�)

プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
、
追
加
訓
令
で
さ
ら
に
多
く
の
指
示
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
一
八
五
三
年
二
月
二
十
七
日

(

露
暦)

付
で
作
成
さ
れ
た
こ
の
追
加
訓
令
は
、

最
初
に
追
加
訓
令
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
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す
。
オ
ラ
ン
ダ
の
官
吏
と
し
て
日
本
に
長
く
滞
在
し
て
い
た
シ
ー
ボ
ル
ト
が
日
本
政

府
と
交
渉
を
開
始
す
る
た
め
の
良
策
を
ロ
シ
ア
政
府
に
示
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
は
日

本
に
貿
易
関
係
を
承
諾
さ
せ
る
た
め
の
方
策
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
前
置
き
し
た
上

で
追
加
訓
令
は
、
ま
ず
シ
ー
ボ
ル
ト
の
助
言
に
も
と
づ
い
て
日
本
と
の
最
初
の
交
渉

の
形
式
に
つ
い
て
詳
細
に
指
示
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
具
体
的
な
交
渉
の
内
容
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
命
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
追
加
訓
令
に
添
付
さ
れ
た
最
高
会
議

(

老
中)

宛
の
書
翰
は
、
通
商
と
国
境

の
画
定
を
要
求
す
る
内
容
で
あ
る

(
�)

。
国
境
画
定
交
渉
の
要
求
は
、
日
本
が
拒
否
す
る

こ
と
が
困
難
な
種
類
の
要
求
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
国
境
交
渉
の
不
可
避
性
を
指
摘

し
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
国
境
に
つ
い
て
の
交
渉
で
は
柔
軟
な
態
度
で
望
む
こ
と

を
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
に
求
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
現
段
階
で
は
貿
易
の
利
益
の
ほ
う
が

国
境
問
題
よ
り
も
重
要
だ
か
ら
、
と
い
う
理
由
で
す
。
ク
リ
ル
諸
島
に
つ
い
て
は
ウ

ル
ッ
プ
島
と
エ
ト
ロ
フ
島
の
間
を
境
界
と
す
る
。
日
本
が
ウ
ル
ッ
プ
島
の
権
利
を
主

張
し
た
場
合
に
は
、
ウ
ル
ッ
プ
島
を
露
米
会
社
が
他
の
ク
リ
ル
諸
島
と
同
様
に
支
配

し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。
一
方
、
サ
ハ
リ
ン
島
は
よ
り
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い

る
。
な
ぜ
な
ら
サ
ハ
リ
ン
島
の
対
岸
に
は
ア
ム
ー
ル
河
口
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
島
を
所
有
す
る
国
は
ア
ム
ー
ル
の

｢

カ
ギ｣

を
握
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
か
ら

ロ
シ
ア
政
府
は
サ
ハ
リ
ン
島
に
対
す
る
抱
負
を
持
っ
て
い
る
。
多
分
、
ロ
シ
ア
は
遠

く
な
い
う
ち
に
こ
の
島
の
最
も
有
益
な
地
域
を
支
配
す
る
た
め
に
そ
の
占
領
を
行
う

こ
と
に
な
る
。
情
報
に
よ
れ
ば
、
サ
ハ
リ
ン
島
は
無
主
の
状
態
で
あ
り
、
島
の
最
南

端
―
日
本
人
が
移
住
地
を
持
っ
て
い
る
ア
ニ
ワ
湾
―
を
除
け
ば
い
か
な
る
国
家
に
も

所
有
さ
れ
て
い
な
い
。
日
本
政
府
は
疑
い
な
く
強
硬
に
こ
の
島
の
権
利
を
主
張
す
る

で
あ
ろ
う
。
日
本
は
、
も
し
全
体
―
そ
れ
は
十
分
な
根
拠
を
も
っ
て
裏
付
け
る
の
は

困
難
で
あ
る
―
で
な
い
と
し
て
も
島
の
南
部
の
地
域
に
つ
い
て
は
権
利
を
主
張
す
る

で
あ
ろ
う

(

�)

。
日
本
政
府
が
通
商
の
要
求
に
柔
軟
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
サ
ハ
リ
ン
島
の

最
南
端
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
日
本
人
に
占
有
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
譲
歩
を
示

す
こ
と
が
で
き
る

(

�)

。
サ
ハ
リ
ン
島
の
問
題
に
つ
い
て
説
明
す
る
際
に
は
、
サ
ハ
リ
ン

島
が
遠
く
な
い
時
期
に
強
い
海
洋
国
家

[

イ
ギ
リ
ス
を
指
す
と
推
定
さ
れ
る
―
注
記

麓]

の
も
の
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
こ
の
隣
人
た
ち
は
決
し
て
日
本
人
に
と
っ

て
利
益
に
な
ら
な
い
し
、
安
全
で
も
な
い
こ
と
を
伝
え
る
。
サ
ハ
リ
ン
島
の
ロ
シ
ア

の
権
利
に
関
し
て
日
本
政
府
か
ら
妨
害
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
こ
の
問
題
を
こ
れ
ま

で
の
状
態
の
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
れ
は
サ
ハ
リ
ン
島
に
お
け
る

ロ
シ
ア
の
実
質
的
な
影
響
力
を
増
す
時
間
と
状
況
を
創
出
す
る
か
ら
で
あ
る
。

一
方
、
通
商
に
関
し
て
は
最
良
の
貿
易
港
を
獲
得
す
る
よ
う
に
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は

求
め
ら
れ
ま
し
た
。
シ
ー
ボ
ル
ト
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
最
も
有
益
な
場
所
は
長
崎
で

あ
り
、
さ
ら
に
蝦
夷
島

(

北
海
道)

の
ア
ト
キ
ス

[

厚
岸]

な
い
し
は
松
前
で
し
た
。

こ
の
点
を
考
慮
し
て
貿
易
港
を
交
渉
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
交
渉
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
き
の
処
置
が
指
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
ず
、
全
て
の
国
民
を
寄
せ
付
け
な
い
シ
ス
テ
ム
を
維
持
し
、
日
本
政
府
が

ロ
シ
ア
の
要
求
を
拒
否
し
た
と
き
の
行
動
に
つ
い
て
、
と
前
置
き
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
ウ
ル
ッ
プ
島
に
向
か
い
、

そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
人
の
遠
征
が
終
了
す
る
の
を
待
つ
の
が
望
ま
し
い
。
そ
し
て
し
か

る
べ
き
時
に
ロ
シ
ア
政
府
の
要
求
を
再
提
出
す
る
、
と
い
う
指
示
で
す
。
さ
ら
に
、

も
う
一
つ
の
提
案
が
訓
令
に
は
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
サ
ハ
リ
ン
島
の
南
岸

に
あ
る
ア
ニ
ワ
湾
と
そ
こ
の
日
本
の
村
を
占
拠
す
る
、
と
い
う
内
容
で
す
。
そ
れ
に

よ
っ
て
日
本
人
を
威
嚇
し
、
日
本
か
ら
譲
歩
を
引
き
出
す
と
い
う
の
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
交
渉
開
始
の
形
式
、
交
渉
の
内
容
さ
ら
に
は
交
渉
を
開
始
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
と
き
の
処
置
が
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
に
指
示
さ
れ
ま
し
た
。

お
わ
り
に

本
報
告
は
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
提
督
に
与
え
ら
れ
た
訓
令
と
彼
の
報
告
書
に
依
拠
し

て
、
開
国
期
の
露
日
交
渉
と
日
魯
通
好
条
約
を
再
検
討
す
る
こ
と
が
課
題
で
し
た
。
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最
初
に
日
魯
通
好
条
約
の
内
容
と
長
崎
交
渉
な
ら
び
に
下
田
交
渉
の
概
要
を
検
討

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
交
渉
に
お
け
る
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
活
動
が
、
訓
令
と
い
か
な

る
関
係
に
あ
る
の
か
を
検
討
す
る
た
め
に
、
訓
令
の
内
容
を
考
察
し
ま
し
た
。
以
下

の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
、
ペ
リ
ー
の
日
本
開
国
の
行
動
に
先
ん
ず
る
の
で
は
な
く
、
ペ

リ
ー
の
成
果
を
ロ
シ
ア
に
も
拡
充
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
派
遣
が
、
ペ
リ
ー
の
成
功
を
見
越
し
て
設
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

追
加
訓
令
は
、
さ
ら
に
ペ
リ
ー
が
日
本
の
開
国
に
成
功
す
る
ま
で
は
待
機
す
る
よ
う

に
求
め
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
ア
ニ
ワ
湾
の
占
拠
に
よ
る
威
嚇

と
い
う
選
択
肢
も
あ
り
ま
し
た
。

国
境
問
題
に
関
し
て
言
え
ば
、
最
初
の
訓
令
と
追
加
訓
令
で
は
大
き
な
相
違
が
あ

り
ま
し
た
。
サ
ハ
リ
ン
島
に
つ
い
て
追
加
訓
令
は
、
最
初
の
訓
令
の
サ
ハ
リ
ン
島
の

調
査
と
い
う
内
容
と
は
異
な
り
、
そ
の
領
有
を
主
張
し
て
い
ま
す
。
こ
の
相
違
の
理

由
を
本
報
告
で
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ロ
シ
ア
政
府
内

部
の
サ
ハ
リ
ン
島
に
対
す
る
政
策
的
対
立
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

通
商
問
題
に
関
し
て
言
え
ば
、
一
般
的
な
通
商
関
係
の
形
成
を
念
頭
に
置
き
な
が

ら
も
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
や
ロ
シ
ア
領
ア
メ
リ
カ

[

ア
ラ
ス
カ]

と
の
関
連
か
ら
通
商
の

必
要
性
が
求
め
ら
れ
て
い
た
点
に
留
意
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、

北
方
の
港
を
開
港
場
と
し
て
要
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

(

�)

。

こ
れ
ら
も
含
め
て
留
意
し
た
い
の
は
通
商
問
題
と
国
境
問
題
の
関
係
で
す
。
一
つ

に
は
、
国
境
問
題
が
日
本
と
の
通
商
に
関
す
る
交
渉
を
開
始
す
る
た
め
の
方
策
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
点
で
す
。
ま
た
一
つ
に
は
、
通
商
の
開
始
に
日
本
が
同
意

す
れ
ば
ア
ニ
ワ
湾
に
つ
い
て
は
日
本
側
の
領
有
を
認
め
る
な
ど
、
政
策
課
題
と
し
て

通
商
問
題
が
国
境
問
題
に
優
先
す
る
、
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
点
で
す
。

以
上
の
点
か
ら
露
日
交
渉
を
再
検
討
す
る
と
、
お
そ
ら
く
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
に
と
っ

て
最
も
重
要
だ
っ
た
の
は
、
長
崎
交
渉
で
獲
得
し
た
最
恵
国
に
関
す
る
書
翰

(

嘉
永

七
年
一
月
六
日
の

｢

覚
書｣)

だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
文
書
が
あ
れ
ば
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
獲
得
す
る
権
利
が
す
べ
て
ロ
シ
ア
に
も
適
応
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
か
ら
で
す
。
外
務
省
が
特
別
委
員
会
に
提
出
し
た
文
書
や
特
別
委
員
会
の
報
告
書

で
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
日
本
を
開
国
さ
せ
て
通
商
関
係
を
結
ぶ
可
能
性
が
極
め

て
高
い
、
と
捉
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
従
っ
て
、
最
恵
国
の
保
障
は
自
動
的
に
ロ
シ

ア
と
日
本
が
通
商
を
行
う
高
い
可
能
性
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
こ
こ
に

露
日
交
渉
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
長
崎
交
渉
の
時
点
で
す
で
に
重

要
な
任
務
の
一
つ
を
果
た
し
た
、
と
判
断
さ
れ
る
の
で
す
。

[

註]

(

１)
『

海
軍
集
録』

一
八
五
六
年
八
月
、
第
一
〇
号
、
二
二
〜
一
〇
四
頁
。
こ
の
報
告
で

は

｢

日
本
関
係
書
誌｣

に
所
収
さ
れ
た
も
の
を
利
用
し
た
。｢

上
奏
報
文｣

は
日
本
関

係
書
誌
の
三
四
七
六
番
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。

(

２)
『

海
軍
集
録』

四
三
頁
。

(

３)

こ
の
時
期
の
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
活
動
全
般
に
つ
い
て
は
和
田
春
樹
氏
の

『

開
国
―

日
露
国
境
交
渉』

(

二
〇
〇
一
年
四
月
、
日
本
放
送
出
版
協
会)

を
参
照
し
た
。
国
境

交
渉
に
関
し
て
は
大
熊
良
一
氏

『

北
方
領
土
問
題
の
歴
史
的
背
景
―
樺
太
千
島
交
換

条
約
に
関
す
る
一
史
稿』

(

一
九
六
四
年
二
月
、
南
方
同
胞
援
護
会)

、
秋
月
俊
幸
氏

『

日
露
関
係
と
サ
ハ
リ
ン
島
―
幕
末
明
治
初
期
の
領
土
問
題』

(

一
九
九
四
年
六
月
、

筑
摩
書
房)

を
参
照
し
た
。

(

４)
『

大
日
本
古
文
書

幕
末
外
国
関
係
文
書』

[

以
下

『

幕
外』

と
略
記
す
る]

第
八

巻
一
九
三
号
文
書
、
四
一
一
頁
。

(
５)
第
三
条
で
は｢

薪
水
食
料
闕
乏
の
品｣

(『

幕
外』

八
巻
一
九
三
号)

で
あ
る
の
に
対

し
て
第
五
条
で
は｢

入
用
の
品
物｣

(『

幕
外』

八
巻
一
九
三
号)

と
記
さ
れ
て
い
る
。

ロ
シ
ア
語
テ
キ
ス
ト
で
は
後
者
は
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
の
商
品
な
ら
び
に
財
産

(｢
�
��

�
��

�
�

�	

�
�

�
�
�


�
���


	｣)

と
記
さ
れ
て
い
る
。
条
約
の
付
録
で
こ

の
売
買
を
会
所
で
行
う
と
規
定
し
て
い
る
も
の
の
通
商
の
範
囲
が
日
米
和
親
条
約
と

比
較
し
て
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
特
に
高
野
明

『

ゴ
ン
チ
ャ
ロ
ー
フ
日
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本
渡
航
記』

(

雄
松
堂
出
版
、
一
九
七
一
年
四
月)

の

｢

解
説｣

(

七
〇
三
〜
七
五
三

頁)
を
参
照
し
た
。

(

６)
『

幕
外』

第
八
巻
一
九
三
号

(

四
一
一
〜
四
一
九
頁)

。

(

７)
�
�
���
�
��
�
�
�
�	


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
���
��
��
���

�
�
�
�

(


�
�
��
��
�
�
�
�
�
[

ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書
館
。
在
サ
ン
ク
ト
ぺ
テ
ル
ブ
ル
グ])

�

�
��
�
�
�
�
�
�
�
 
�
�
�
!
�
�
"
�
�
#
�
$
�

(

８)
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 
�
�
�
!
�
�
"
�
�
!
�
$
�

(

９)
『

幕
外』

第
四
巻
四
五
号
。

(

10)
『

幕
外』

四
巻
一
五
号
文
書
、
五
四
頁
。
石
井
孝

『

日
本
開
国
史』

吉
川
弘
文
館
、

一
九
七
二
年
九
月
、
一
五
九
頁
。

(

11)
『

幕
外』

第
四
巻
一
五
号
文
書
、
五
三
〜
五
五
頁
。

(

12)

和
暦
で
は
嘉
永
五
年
四
月
一
日
で
あ
る
。

(

13)

和
暦
で
は
嘉
永
五
年
四
月
一
日
で
あ
る
。�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
%
&
�
�
�
��
�
 
�
!
#
�
�

"
�
�
�
��
�
�

こ
の
特
別
委
員
会
に
つ
い
て
フ
ア
イ
ン
ベ
ル
グ
�
Э
�
Я
�
は
次
の
よ

う
に
指
摘
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
政
府
は
、
太
平
洋
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
地
位
の
強
化

の
方
策
を
採
り
、
特
に
中
国
と
日
本
の
開
港
を
行
わ
せ
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
一
八

五
二
年
四
月
二
四
日

(

露
暦)

に
極
東
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
政
策
の
主
要
課
題
を
検

討
す
る
た
め
の
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。

�
�
�
�
$
��
��
'
�
(
�)

�
	
���
�
�*
�
�
�
��
�
�
�

�
�
+
�
�
�
*
�
�
&
%
!
��
,
!
#
���
�
���
�
�
)
�
%
&
�
�
-�
�
�.

(

14)
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
%
&
�
�
�
�
�
�
 
�
!
#
�
�
"
�
�
.
�
$
�

(

15)
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
%
&
�
�
�
�
�
�
 
�
!
#
�
�
"
�
�
�
�

(

16)

外
務
省
の
文
書
は
、
レ
ザ
ノ
フ
使
節
の
失
敗
に
つ
い
て

｢

私
た
ち
か
ら
送
ら
れ
た

こ
の
使
節
団
の
不
成
功
は
、
外
務
省
が
後
に
な
っ
て
こ
の
こ
と
を
知
っ
た
よ
う
に
、

長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
に
よ
る
秘
密
裏
の
悪
意
あ
る
陰
謀
に
よ
る
の
で
あ
る｣

(
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
%
&
�
�
�
�
�
�
 
�
!
#
�
�
"
�
�
&
�$
�)

と
述
べ
て
い
る
。

(

17)

こ
の
文
書
が
作
成
さ
れ
て
い
た
一
八
五
二
年
に
も
ロ
シ
ア
領
ア
メ
リ
カ

[

ア
ラ
ス

カ]

に
漂
流
し
た
日
本
人

(

六
人)

を
日
本
に
送
り
返
す
計
画
が
持
ち
上
が
っ
て
い

た
。

(

18)

ア
ヘ
ン
戦
争
後
の
ロ
シ
ア
の
中
国
お
よ
び
日
本
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
は
和

田
春
樹
氏『

開
国
―
日
露
国
境
交
渉』

(

一
七
頁
以
下)

な
ら
び
に
レ
ム
ニ
ョ
フ
�
Ａ
�

Ｂ
�
氏

『

極
東
ロ
シ
ア
―
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
お
け
る
帝
国
の
地
勢
学』

(

二
〇
〇
四
年
、
オ
ム
ス
ク
、
一
二
二
頁
以
下)

を
参
照
し
た
。

(

19)
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
%
&
�
�
�
�
�
�
 
�
!
#
�
�
"
�
�
�
�$
�

残
念
な
が
ら
こ
の

｢

特
別

な
事
情｣

に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

(

20)
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
%
&
�
�
�
�
�
�
 
�
!
#
�
�
"
�
�
�
�$
�

(

21)
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
%
&
�
�
�
�
�
�
 
�
!
#
�
�
"
�
�
.
�

(

22)
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
%
&
�
�
�
�
�
�
 
�
!
#
�
�
"
�
�
�
�

こ
れ
は
ア
ヘ
ン
戦
争
後
の
プ

チ
ャ
ー
チ
ン
の
中
国
お
よ
び
日
本
の
派
遣
の
決
定
と
そ
の
中
止
を
さ
し
て
い
る
。

(

23)

特
別
委
員
会
は
日
本
と
の
関
係
の
樹
立
が
成
功
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
ロ
シ
ア

の
国
旗
が
そ
の
海
域
に
品
位
を
も
っ
て
顕
れ
る
と
い
う
こ
と
に
意
義
が
あ
り
、
そ
の

こ
と
に
よ
っ
て
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
で
不
法
行
為
を
行
う
外
国
の
捕
鯨
業
者
た
ち
に
有
効

な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
世
界
周
遊
の
航
海
が
海
軍
に
必

要
な
経
験
豊
か
な
海
軍
士
官
の
育
成
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
遠
征
の
主
要
な
目
的
が

達
成
さ
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
派
遣
の
意
義
は
大
き
い
と
特
別
委
員
会
は
理

解
し
て
い
ま
し
た
。

(

24)
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
%
&
�
�
�
�
�
�
 
�
!
#
�
�
"
�
�
,
�

(

25)
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
%
&
�
�
�
�
�
�
 
�
!
#
�
�
"
�
�
,
�

(

26)
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
%
&
�
�
�
�
�
�
 
�
!
#
�
�
"
�
�
&
�

(

27)

こ
の
開
港
場
に
関
し
て
は
ロ
シ
ア
に
都
合
が
良
い
港
、
と
い
う
範
囲
で
主
張
す
る

裁
量
を
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
与
え
ら
れ
て
い
る
。

(

28)

中
国
問
題
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
指
示
さ
れ
て
い
る
。
第

一
に
上
海
に
入
港
し
清
と
海
上
貿
易
を
行
う
方
法
を
樹
立
す
る
。
ロ
シ
ア
と
清
国
の

貿
易
は
、
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
商
館
を
介
し
て
ア
メ
リ
カ
人
の
名
義
で
行
わ
れ
て
い
た
。

ロ
シ
ア
に
と
っ
て
清
国
と
の
海
上
貿
易
は
、
陸
上
貿
易

(

キ
ャ
フ
タ
貿
易
を
指
し
て

い
る
と
推
定
さ
れ
る)

か
ら
比
較
し
て
そ
の
重
要
度
が
低
い
こ
と
を
外
務
省
は
認
め

な
が
ら
も
将
来
に
お
い
て
ロ
シ
ア
が
他
国
と
同
様
に
清
国
に
お
け
る
貿
易
の
権
限
を

利
用
す
る
こ
が
望
ま
れ
て
い
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

(

29)

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
諸
島
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
サ
ン
ド
イ
ッ
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チ
諸
島
は
貿
易
上
、
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
海
洋
国
家
の
多
く
が

こ
の
島
に
領
事
や
貿
易
事
務
官
を
置
い
て
い
る
。
露
米
会
社
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

た
情
報
に
よ
れ
ば
、
ロ
シ
ア
の
領
事
を
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
諸
島
に
置
く
こ
と
は
そ
の
土

地
の
政
府
か
ら
い
か
な
る
問
題
も
提
起
さ
れ
な
い
ど
こ
ろ
か
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
諸
島
の

国
王
は
自
分
の
領
土
で
ロ
シ
ア
の
領
事
に
会
え
る
の
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
。

(

30)

艦
隊
の
構
成
は
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
パ
ル
ラ
ダ
号
、
イ
ギ
リ
ス
で
購
入
さ
れ
る
予
定
の

蒸
気
船
、
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
オ
リ
バ
ッ
ツ
ア
、
露
米
会
社
の
船
舶
と
記
さ
れ
て
い
る
。

(

31)

海
軍
省
の
訓
令
は
、
外
務
省
の
訓
令
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
海
軍
省
の
訓

令
の
実
行
は
時
間
と
状
況
が
許
す
際
に
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
冒
頭
で
喚
起
し
て

い
る

(
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�)

。

(

32)

こ
の
追
加
訓
令
に
つ
い
て
は
、
保
田
孝
一
氏
が

『

朝
日
新
聞』

一
九
九
一
年
十
月

十
五
日
付
に
紹
介
し
、
�
�
サ
ル
キ
ソ
フ
氏
な
ら
び
に
�
�
チ
エ
レ
フ
コ
氏
が

『

イ

ズ
ベ
ス
チ
ア』

の
一
九
九
一
年
十
月
四
日
付
に
お
い
て
紹
介
と
論
評
を
加
え
て
い
る
。

こ
の
評
論
は
千
島
列
島
の
帰
属
問
題
と
の
関
連
で
考
察
さ
れ
て
い
る
。
本
報
告
で
は
、

こ
の
点
も
含
め
追
加
訓
令
を
全
体
と
し
て
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

(

33)
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

(

34)

ロ
シ
ア
側
派
ア
ニ
ワ
湾
を
次
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
。
ア
ニ
ワ
湾
で
は
日
本
人
は

漁
場
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
漁
場
は
サ
ハ
リ
ン
島
の
対
岸

(

北
海
道)
の
多
く
の
人

に
食
料
を
供
給
し
て
い
る
。
こ
の
理
由
か
ら
日
本
人
は
サ
ハ
リ
ン
島
の
ア
ニ
ワ
湾
を

大
切
に
し
て
い
る

(
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�


�
	
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�)

。

(

35)

サ
ハ
リ
ン
島
に
つ
い
て
は
別
稿
で
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

(

36)

ポ
シ
エ
ッ
ト
は
、
嘉
永
七
年
十
一
月
七
日
の
勘
定
組
頭
中
村
為
弥
と
の
会
談
で
箱

館
の
開
港
は
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
と
の
関
連
で
、
大
阪
周
辺
の
開
港
場
は

｢

北
ア
メ
リ
カ

所
領｣

(

ア
ラ
ス
カ)

と
の
関
連
で
必
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る

(『

幕
外』

八
巻
七

〇
号
、
一
四
五
頁)

。

[

付
記]

本
稿
は
、｢

近
代
日
本
と
樺
太

樺
太
の
政
治
的
外
交
的
研
究｣

(

三
菱
財
団
人

文
科
学
研
究
助
成

研
究
代
表
者

麓
慎
一)

・

｢

一
三
〜
一
九
世
紀
に
お
け
る
列

島
北
方
地
域
史
と
ア
ム
ー
ル
川
流
域
文
化
の
相
互
関
係
に
関
す
る
研
究｣

(

科
学
研
究

費
補
助
金

基
盤
研
究
Ｂ
２

研
究
代
表
者
榎
森
進)

・

｢

前
近
代
東
ア
ジ
ア
に
お

け
る
日
本
関
係
史
料
の
研
究｣

(

科
学
研
究
費
補
助
金

基
盤
研
究
Ａ

研
究
代
表
者

保
谷
徹)

・

｢

一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
極
東
進

出
と
北
方
世
界
―
露
清
関
係
の
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